
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

今年度の架け橋期コーディネーター・幼児教育アドバイザーの園訪問においては、８月４日に文科省ホームペ

ージに掲載された「幼児教育ワーキンググループ取りまとめ（案）※会議後修正」にも示されているように、「遊

びの深まり」を考え、小学校につながるこどもの育ちを学びあおうと、訪問内容を工夫しているところです。 

８月に実施された下野こども園の「公開保育・実践検討会」」でのグループワークについて、先月のセンターだ

よりにて参加者のアンケートを通してお伝えしました。園訪問では、園職員がチームとして高めあい、それぞれ

の意見を交換しやすいグループワークを取り入れています。そうすることで、自園のこどもの育ちに視点を置き、

環境や保育者のかかわりを捉え、こどもの「好き」を育む遊びについて話しあい、明日からの保育で実践しよう

と思えるようにと思っています。 

 ９月上旬に訪問した園では、たまたま、近隣の小学校１年生との１回目の交流日と重なり、園からの出発、小

学校での交流など観察させていただきました。人と人が出会い交流を重ねていくことが、「就学前教育・保育」

「小学校教育」を知るきっかけになっていくのではないかとその後の園内研修での意見もありました。私たちは

校・園の取り組みを知りあい、小中学校教職員・就学前教育・保育施設職員の意見交流をしていけるようにつな

げていきたいと思いました。 

様々な各地の取り組みや、各就学前教育・保育施設での実践を交流する場の提供として、「教育・保育フォーラ

ム」が活用されるよう、今後具体的な内容を検討していくこととなります。ぜひ、ご参加ください。 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下野こども園

公開保育・実践

検討会アンケ

ートから 

四日市市幼児教育センター 

センターだより 

令和８年９月 
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教育・保育フォーラムを開催します 

 

教科の中になるとあのきらきらし

た探究している姿がみられなくなっ

てしまっているのは、授業づくりを見

直さなければいけないと思いまし

た。探究できるような授業づくりを目

指していきたい。 

 

教育対象が中学生なので、今回参観させてい

ただいた園児は、想像を超えた発想で遊びなが

ら学習する姿がとても興味深かったです。中学校

においても、こうでなければならない発想から、少

し違った考えも授業で触れてみる場面もあるとい

いのかもしれないなと思いました。探究心はそん

なところからも埋められるかもしれない。 

昨年の教育・保育フォーラム

から 

講演 

東京大学名誉教授・学習院大学教授 

   秋田 喜代美先生 



 

 

 

 

 

先日、神前こども園で行われた「乳児保育

実践研修 ０・１・２歳児ミニ公開保育」で

は、２歳児のこどもたちと保育者が寒天の素

材を使い、様々なことを試しながら遊んでい

る姿が印象的でした。 

今 回 ご 紹 介 す る 「 発 達 １ ８ ６ 発 行

2026/5/10」は特集として「いま、２歳児がお

もしろい」が組まれています。ぜひご一読く

ださい。 

図書案内

あなたの知りたい

こと何かな・・・

長雨が続き、室内遊びの工夫や、様々な行事にこどもたちの主体

性を大事にしながらどう取り組もうか悩んでいませんか。 

少しでも皆様の「自分のことをきいてほしいな・・・・」との思いに

寄り添っていきたいと思っています。 

幼児教育アドバイザー・架け橋期コーディネーターにどうぞお気軽

にお声がけください。 

 

第３回おしゃべり会（８月７日開催）で、好評の

「キラキラ 簡単 万華鏡」は実技室にて製作がで

きます。また、材料の銀の厚ボールなども、多数用

意しています。その他、今までのおしゃべり会で好

評をいただいた製作物の作り方や材料などもあり

ます。どうぞ、お越しください。 

 


